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平和を守るためにできること
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【平和記念資料館での学び】
私は、平和記念資料館で戦時中の悲惨な状況について考えることができた。資料館

には、被爆によって焼け焦げてしまった実際の物、けがや病気の被害にあった人の写
真、当時の人たちが残した遺書などどれも戦争中の厳しい現実を突き付けられるような
ものがあった。ただ日本の勝利を願って苦しみに耐えるような姿は、見ているだけでも
胸が苦しくなった。だからこそ、もう二度とこのような目に合わないようにするために
も、思い出したくないような戦争の恐ろしさや苦しさを語り継いでくれた人、そして未来
の日本のために最後まで命がけで戦った人たちへの感謝を私たちは一生忘れてはいけな
いと感じた。
【平和公園がもつ意味】
平和公園には、戦争による火の被害を受け、水を得ることができなかった多くの人たちのために、たくさんの水の施設が作られてい

る。このように戦争によって犠牲になってしまった人たちへの心遣いが表れるような施設がたくさんあり、とても感動した。
【折り鶴の献納】
原爆の子の像の周りにたくさん飾られた折り鶴は、鶴を並べて文字や絵を作ったものなど、多くの人の工夫や思いが感じられる素晴らし

いものだった。そして、このような場所を作ってくれた人たちの勇気ある行動に感謝するべきだと思った。
【平和のためにできること】
戦争を経験した人が少なくなっている中で戦争があったことを忘れないためにも、どのように語り継いでいくかが重要だと感じた。

今の私たちにできることは、広島に行ったからこそ分かったことを他校の友達などに伝えることだと思った。そして、戦争中の様子がリ
アルに感じられる平和記念資料館のような施設を守っていくことも大切だと感じた。
【広島研修を通して】
広島研修の二日間、今後の自分にとって刺激になるようなことがたくさんあった。資料館で見たあの光景を、実際に毎日見ながら

生活していた人がたくさんいたのだと思うと、本当に悲しくなった。だからこそ、自分には関係ないと思うのではなく、今、何不自由
なく平和に生きられていることを有り難く思えるようになりたいと思った。
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【平和記念資料館を訪れて】
　平和記念資料館の中に、原爆に侵された人たちの写真が多くあった。髪の毛が抜け
落ちてしまった人、原爆病に苦しんでいる人、中には原爆の爆風で上半身が焼けただ
れていて、顔も分からないような状態の人の写真もあった。原爆が直撃したことで即死
し、跡形もなくなってしまった人のことを思うと悲しい気持ちになる。他にも、爆風や
放射能を浴びて生き残った人は、原爆病などに長期間苦しめられたと思うから、その
人たちのことを思うと、とても胸が苦しくなる。
【被爆ピアノを聴いて】
　放射能を浴びながらも、無事に原爆の爆発に耐えることができたピアノ。私はその
ピアノの音色を聞く前、弱々しい音が出るのだろうと思っていた。しかし、そのピアノは、原爆の爆発を受けたとは思えないほど、力
強い音を奏でた。
【平和公園を訪れて】
　像それぞれに意味があって、世界に平和が訪れてほしいという切なる思いを感じることができた。特に心に残ったのは、戦争という
悲しい歴史をもう二度と繰り返すことなく、まっすぐな歴史を作ろうという思いが込められた、平和の時計塔であった。
【これから私が平和のためにできること】
　広島研修のような、数少ない戦争についての記録などを詳しく学べる機会を大切にし、自分なりに戦争という悲しい歴史に対して考
えをもつこと、仲間と共に戦争は、二度と起こしてはいけない意識をもって、それを少しでもまわりに広めること、この二つをやってい
きたい。
【学習を終えて】
　平和公園や、平和記念資料館に訪れたことで、より戦争や原爆の恐ろしさや、平和の大切さやありがたみを実感することができた。
また、平和公園の像を見たり、被爆ピアノを聞いたりしたことによって、戦争や原爆の被害を受けた後であっても、命の大切さや思い
が力強く伝わってくると感じた。
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障がい者が利用できる建物、施設であ
ることを明確に表すための世界共通のシ
ンボルマークです。
駐車場などでこのマークを見かけた場

合には、障がい者の利用への配慮につい
て、ご理解、ご協力をお願いします。

世界盲人連合で 1984 年に制定された盲人のための
世界共通のマークです。視覚障がい者の安全やバリア
フリーに考慮された建物、設備、機器などに付けられ
ています。
このマークを見かけた場合には、視覚障がい者の利

用への配慮について、ご理解、ご協力をお願いします。

肢体不自由であることを理由に免許に
条件を付されている方が運転する車に表
示するマークで、マークの表示について
は、努力義務となっています。危険防止
のためやむを得ない場合を除き、このマ
ークを付けた車に幅寄せや割り込みを行
った運転者は、道路交通法の規定により
罰せられます。

障がい者のための
国際シンボルマーク

盲人のための
国際シンボルマーク

身体障がい者標識

聴覚障がいであることを理由に免許に条件を付
されている方が運転する車に表示するマークで、
マークの表示については、義務となっています。
危険防止のためやむを得ない場合を除き、この

マークを付けた車に幅寄せや割り込みを行った運
転者は、道路交通法の規定により罰せられます。

身体障害者補助犬法の啓発のためのマークで
す。
身体障がい者補助犬とは、盲導犬、介助犬、

聴導犬のことを言います。「身体障害者補助犬
法」で、公共の施設や交通機関はもちろん、デ
パートやスーパー、ホテル、レストランなどの民
間施設は、身体障がいのある方が身体障がい者
補助犬を同伴するのを受け入れる義務がありま
す。補助犬を同伴することのみをもってサービス
の提供を拒むことは障がい者差別に当たります。
補助犬はペットではありません。社会のマナ

ーもきちんと訓練されており、衛生面でもきち
んと管理されています。

聞こえが不自由なことを表すと同時に、聞こえな
い方・聞こえにくい方への配慮を表すマークです。
また、窓口などに掲示されている場合は、聴覚障が
い者へ配慮した対応ができることを表しています。
聴覚障がい者は見た目には分からないために、誤

解されたり、不利益を被ったり、社会生活上で不安
が少なくありません。
このマークを提示された場合は、相手が「聞こえ

ない・聞こえにくい」ことを理解し、コミュニケーシ
ョンの方法などへの配慮（口元を見せゆっくり、はっ
きり話す・筆談で対応する・呼ぶときはそばへ来て
合図する・手話や身ぶりで表すなど）についてご協
力をお願いします。

聴覚障がい者標識

義足や人工関節を使用している方、内
部障がいや難病の方または妊娠初期の方
など、外見から分からなくても援助や配
慮を必要としている方々が、周囲の方に
配慮を必要としていることを知らせるこ
とができるマークです（JIS 規格）。
ヘルプマークを身に着けた方を見かけ

た場合は、電車・バス内で席を譲る、困
っているようであれば声を掛けるなど、
思いやりのある行動をお願いします。

聞こえない・聞こえにくい人が手話言語
でのコミュニケーションの配慮を求めるとき
に提示したり、役所、公共および民間施
設・交通機関の窓口、店舗など、手話言語
による対応ができるところが掲示できます。
また、イベント時のネームプレートや災害時
に支援者が身に着けるビブスなどに掲示す
ることもできます。

ヘルプマーク

手話マーク

聞こえない・聞こえにくい方、音声言語障
がい者、知的障がい者や外国人などが筆談で
のコミュニケーションの配慮を求めるときに提
示したり、役所、公共および民間施設・交通
機関の窓口、店舗など、筆談による対応がで
きるところが掲示できます。また、イベント時
のネームプレートや災害時に支援者が身に着
けるビブスなどに掲示することもできます。

筆談マーク

ほじょ犬マーク 耳マーク

オストメイトとは、がんなどで人工肛門・人工
膀胱を造設している排泄機能に障がいのある障
がい者のことをいいます。
このマーク（JIS Z8210）は、オストメイトの

ための設備（オストメイト対応のトイレ）があるこ
とおよびオストメイトであることを表しています。
このマークを見かけた場合には、身体内部に

障がいのある障がい者であることおよびその配
慮されたトイレであることをご理解の上、ご協力
をお願いします。

「身体内部に障がいがある人」を表してい
ます。身体内部（心臓、呼吸機能、腎臓、
膀胱・直腸、小腸、肝臓、免疫機能）に障
がいがある方は外見からは分かりにくいた
め、さまざまな誤解を受けることがありま
す。
内部障がいの方の中には、電車などの

優先席に座りたい、障がい者用駐車スペ
ースに停めたい、といったことを希望して
いることがあります。
このマークを着用されている方を見かけ

た場合には、内部障がいへの配慮につい
てご理解、ご協力をお願いします。

白杖を頭上 50cm 程度に掲げて SOS
のシグナルを示している視覚に障がいの
ある方を見かけたら、進んで声をかけて
支援しようという「白杖 SOSシグナル」運
動の普及啓発シンボルマークです。
白杖による SOS のシグナルを見かけた

ら、進んで声をかけ、困っていることな
どを聞き、サポートをお願いします。

オストメイト

ハート・プラス
マーク

「白杖ＳＯＳシグナル」
普及啓発シンボルマーク

障がいのある方に対応した施設、設備やルールなどの存在を示したり、障がいのある方が支援を必要としていることを
分かりやすく伝えるため、障がい者に関係するさまざまなマークがあります。これらは国際的に定められたものや、障が
い者団体などが独自に策定して普及を進めているものもあります。
一人ひとりが障がいのことを知り、障がいの有無にかかわらず、互いを尊重し合いながら共生する社会となるよう、こ
れらのマークへのご理解とご協力をお願いします。
障がい者に関するマークには、主に次のようなものがあります。（順不同）

福祉のマークをご存じですか？
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